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新
年
の
ご
挨
拶

　
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
と
も
ど
も
、明
る
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
２
０

０
０
年
問
題
の
対
応
な
ど
に
従
事
さ
れ
た
方
々

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
私
は
、
現
在
、
火
力
発
電
所
に

勤
務
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
12
月
31
日

の
夕
刻
か
ら
１
月
１
日
未
明
に
か
け
て
出
勤

致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
配
さ
れ
た
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
出
来
事
を
少
し
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
大

変
な
一
年
で
し
た
。
銀
行
な
ど
金
融
機
関
の

経
営
破
綻
や
大
型
合
併
さ
ら
に
大
手
電
機
メ

ー
カ
ー
の
分
社
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
よ
う
な
出
来
事
が
続
き
ま
し

た
。
一
方
で
は
、
リ
ス
ト
ラ
の
名
の
も
と
に
、

定
年
前
退
職
の
勧
告
や
年
金
金
利
の
引
下
げ

な
ど
近
年
に
な
い
激
動
の
一
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
い
ま
し
ば

ら
く
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
必
ず
い
い

日
が
や
っ
て
来
る
と
の
信
念
の
も
と
お
互
い

協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
電
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
一
年
、
仕

事
で
・
遊
び
で
・
飲
み
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
き
た
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
お
互
い
助
け

合
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

福
電
会
会
長　
昭
和
41
年
卒

九
州
電
力　
相
浦
発
電
所
所
長　

山
中 

輝
彦

▲教育施設A棟／60周年記念館とともに福岡大学創立60周年記念事業として建設。



小浜　輝彦  講師松岡　毅  講師
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着任のごあいさつ

43
年
卒 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

夢の実現へ向かって
　平成11年４月１日付で講師として
着任致しました。今春、九州大学大
学院の博士課程を修了し、縁あって
本学に採用いただきまして現在に至
っております。努力精進してゆく所
存でありますので、皆様方の御指導、
御鞭撻の程よろしくお願い申し上げ
ます。
　専門はロボット工学で、人間社会
にロボットが融け込み、人間の仕事を
かたがわりすることによって人々のく
らしをより豊かにする、ということを
大きな夢として研究を進めております。
大学および大学院在学中は、人間の手と同様の関節構造を持ったハンドシス
テムに人間同様の器用な作業を行わせるための制御手法の開発を行っており
ました。今後は、ハンドシステムの研究のみならず、より広く研究の対象を広げ、
夢の実現に向かって前進してゆきたいと考えております。
　本学に着任致しまして最初に感じましたことは、学生の数の多さと、はじける
ような活気であります。第一回目の講義では、熱心に講義を聞く数多くの強い
視線にぶつかり、相当の気合いを入れてゆかねばならないな、と覚悟したことを
覚えております。周りの先生方や職員の方々のあたたかい御助言や励ましのお
かげをもちまして、ようやく毎週の講義や卒論の指導にも慣れて参りましたが、
未だに学生の熱気に押されてしまうことも多く、自分に気合いを入れ直している
毎日です。

はじめまして
　平成11年春に専任講師として赴
任しました小浜です。出身は長崎県
の五島列島です。実家は漁業をして
おりまして、一応漁師の息子ですが、
魚の名前もろくに知らない伊達息子
でなぜか現在大学勤めをしております。
専門は電子回路、パワーエレクトロニ
クスで特に電子機器用スイッチング
電源装置の研究・開発を行っており
ます。詳細は当研究室のホームペー
ジ（URL://cir.tec.fukuoka-u.ac.jp）に掲載
しておりますのでご覧ください。福大
には数年前から非常勤講師として電
子回路を担当させて頂いておりましたが、今回、縁あって専任となりました。
　ご存知の通り福岡大学は西日本有数のマンモス大学として有名です。私は
他大学出身ですが学生時代に所属していたパワーリフティング部の学生九州
大会が毎年福岡大学で開催されていたことから福大キャンパスを何度か訪れ
たことがあります。その度に大学の規模の大きさに驚かされ、勉強、学生生活に
恵まれた周辺環境をうらやましく思ったものです。現在、多くのＯＢの方々が多
方面に渡ってご活躍されています。
　最近は不況のために電気工学科の就職状況は厳しくなっておりますが、電
気工学科の教員として社会に貢献できる学生を輩出すべく努力する所存です。
皆様のご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。最後に当学科の在校
生に向けて実社会で経験を積まれておられる諸先輩方からの勉強・就職活動
に向けてアドバイスやメッセージを頂けないでしょうか。彼らにとって就職活動、
勉強、資格取得へ向けての何よりの刺激剤になることと存じます。メッセージは
ＴＥＬ内線６３４６、e-mail:kohama@fukuoka-u.ac.jpまで頂ければ幸いです。

　
平
成
十
一
年
四
月
吉
日
熊
本
県
植
木
町（
鹿
央
Ｃ
Ｃ
）に

て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

朝
か
ら
の
激
し
い
雨
「
ワ
オ
ー　
誰
な
？　
雨
男
は
！
」

「
お
ま
え
や
な
か
や
！　
カ
ッ
パ
ば
忘
れ
た
！　
貸
し
て

や
り　
今
日
は
絶
対
ま
け
ん
け
ん
ね
。」

「
ほ
ー
そ
ら
ま
た
す
ご
か
ウ
ッ
ド
や
ね
！

　
柿
木
で
で
き
と
お
と
！
売
る
と
高
か
か
や
ね
…
。」

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

「
皆
さ
ん　
ス
タ
ー
ト
前
に
、記
念
写
真
と
り
ま
す
の
で
、

並
ん
で
く
だ
さ
い
。」　
（
パ
チ
リ
）

　
次
の
同
窓
会
の
合
間
を
縫
っ
て
年
に
二
回
（
春
、
秋
）

の
コ
ン
ペ
も
五
回
目　
毎
回
気
持
ち
は
あ
の
日
と
同
じ
！

青
春
時
代
…

す
っ
た
も
ん
だ
で
戦
い
も
終
わ
り　
優
勝
は
お
前
！　
ブ
ー

ビ
ー
は
俺
！　
と
、
決
ま
り　
め
で
た
し
め
で
た
し

　
一
同
、
山
鹿
温
泉
へ　
い
い
湯
だ
な
ー
。と
湯
船
に
つ
か

っ
て　
お
互
い
の
健
康
を
き
づ
か
い
な
が
ら
も　
さ
て
！

「
い
い
酒
ば
、
飲
む
ば
い
」
と
、
一
同
揃
え
ば
、
乾
杯
！

「
お
疲
れ
さ
ん
」
ワ
イ
ワ
イ　
ガ
ヤ
ガ
ヤ
！「
お
前
、
あ
の

時
、
こ
う
ゆ
う
た
覚
え
て
い
る
か
い
？
」　「
な
ん
か
昨
日
の

よ
う
だ
な
」！
。
「
み
な
さ
ん　
山
口
か
ら
藤
井
、
中
島
君

が
今
着
ま
し
た
」「
み
ん
な
、
ご
め
ん
、
顔
ば
見
に
き
た
！

　
明
日
出
張
な
の
で
泊
ま
れ
ん
け
ど
！
」

（
一
同
拍
手
）

　
か
く
し
て　
春
の
夜
の
宴
は　
ま
だ
ま
だ
ず
ー
っ
と
、

つ
づ
き
お
父
さ
ん
達

は
、
日
頃
の
厳
し
い

日
々
を
、
桜
吹
雪
の

花
の
中
に
そ
っ
と
飛

ば
し
て
、
学
生
時
代

の
夢
の
中
…

　
又
会
う
日
ま
で
！

と
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。
　
幹
事
の
「
長
尾
、

岡
崎
」
君
！

本
当
に
ご
苦
労
さ
ん

で
し
た
。

連
絡
先　
柳
川
高
校

松
尾　
秀
俊

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
４
４
）

７
３-

３
３
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
４
４
）

７
３-

０
５
７
５

福
電
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
便
り

福
電
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
便
り

　
平
成
11
年
11
月
20
日
（
土
）
佐
賀
Ｇ
Ｃ
（
七
山
コ

ー
ス
）
に
て
第
13
回
福
電
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
19
名
の
参
加
者
が
、
晴
天
の
山
陵
に

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
快
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
プ
レ
イ
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
催
予
定
日
は
平
成
12
年
４
月
８
日
（
土
）

ま
た
は
４
月
15
日
（
土
）
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
ま
た
、
福

電
会
の
よ
り
一
層
の
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

左
記
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

幹
事
／
中
島　
祐
一
郎　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）７
２
６-

１
５
６
５

　
　
　
八
尋　
哲　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）６
０
６-

３
１
３
１
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昭
和
45
年
卒（
第
５
期
生
）

同
窓
会

　
毎
年
、
定
例
と
し
て
１
月
２
日
の
18 

00
よ
り
中

洲
城
山
ホ
テ
ル
２
Ｆ
の
「
滝
の
茶
屋
」
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
Ｙ
２
Ｋ
対
応
に
よ
り
帰
福
す

る
人
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
福
岡
在
住
者
を
中
心
に

１
月
下
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
参
加
人
数
は
６

〜
10
名
程
度（
メ
ン
バ
ー
は
年
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

異
な
っ
て
い
ま
す
）
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
も
し
ま

す
が
、
幹
事
の
努
力
に
よ
り
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
の
話
題
は

お
互
い
の
近
況
報
告
や
欠
席
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
、50
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
は
健
康
の
問
題
や

髪
の
問
題
な
ど
励
ま
し
た
り
、
心
配
し
た
り
と
和
気

あ
い
あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
は
卒
業
し
て
30
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す

の
で
、
毎
年
話
題
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
実
行
さ
れ

て
い
な
い
夏
季
の
同
窓
会
実
施
を
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

幹
事
の
連
絡
先

白
垣　
耕
一
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）５
４
１-

１
２
０
６

森　
茂

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）８
６
１-

３
５
１
２

﹇
追
伸
﹈

現
在
住
所
不
明
に

て
連
絡
が
取
れ
な

い
人
が
い
ま
す
。

同
期
生
で
住
所
の

判
る
人
は
幹
事
ま

で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
年
の
私
の
課
題
は

（
昭
和
四
一
年
卒
）井

上
　
鴻
一

　
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
電
気
工
学
科
第
一
回

卒
業
生
で
す
。
自
営
し
て
は
や
23
年
、
年
令

も
57
才
、
ま
わ
り
の
友
人
達
か
ら
は
「
お
前

は
い
い
な
定
年
が
な
く
て
！
」
そ
う
我
々
の
年

代
の
話
題
と
い
え
ば
「
定
年
」
「
病
気
」
「
孫
」

こ
の
三
つ
。
仕
事
の
話
題
な
ん
て
「
景
気
悪
い

な
！
」
で
終
り
。
企
業
家
と
お
だ
て
ら
れ
こ
の

文
章
を
書
く
は
め
に
。
ま
わ
り
を
見
渡
せ
ば
私

よ
り
も
社
会
的
に
も
人
物
的
に
も
立
派
な
会
社

員
が
大
勢
、
独
立
し
て
頭
の
回
転
の
に
ぶ
い
私

に
と
っ
て
、
き
ょ
う
こ
の
頃
が
今
ま
で
過
ぎ
て

来
た
年
よ
り
も
、
一
番
厳
し
い
、
ど
う
し
て
い

い
の
か
何
を
し
た
ら
こ
れ
か
ら
の
明
る
い
未
来

が
あ
る
の
か
因
数
分
解
出
来
ず
悩
む
ば
か
り
。

過
去
の
事
を
思
っ
て
も
仕
方
な
い
。
明
る
い
未

来
？
の
為
頑
張
る
し
か
な
い
、
こ
れ
が
今
の
私

の
課
題
。

　
こ
れ
か
ら
独
立
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
諸
君

旧
来
の
事
を
尊
重
し
な
が
ら
否
定
出
来
る
人
こ

そ
明
る
い
未
来
が
あ
り
成
功
に
つ
な
が
る
の
で

な
い
か
と
。

　
最
後
に
宣
伝
で
す
。
結
婚
・
記
念
日
等
宝
石

を
買
う
時
は
、
ぜ
ひ
天
神
コ
ア
１
Ｆ
イ
ノ
ウ
エ

ジ
ュ
エ
リ
ー
で
。
皆
さ
ん
、
ま
っ
て
ま
す
。

電
気
科
卒
の
司
法
書
士
の
雑
考

（
昭
和
四
二
年
卒
）山

下
　
興
次

◎
土
地
・
建
物
の「
権
利
証
書
」に
つ
い
て
…

　

よ
く
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
で
此
の
権
利
証

書
の
み
で
、
そ
の
不
動
産
の
名
義
が
変
わ
る

様
な
場
面
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
最
近
で
は

大
分
良
く
成
っ
て
来
て
は
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
権
利
証
書
」
と
は
、
或
る
人

が
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
自
分
の
所
有

と
し
、
そ
れ
を
民
法
第
一
七
七
条
（
対
抗
要

件
の
登
記
）
に
よ
り
登
記
申
請
し
た
時
の
登

記
済
書
を
一
般
的
に
「
権
利
証
書
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
或
る
不
動
産
を
Ａ
氏
か
ら
Ｂ
氏
へ

移
転
登
記
す
る
場
合
は
、
Ａ
氏
の
市
区
町
村

に
届
出
を
し
て
い
る
届
出
印
（
俗
に
実
印
）

を
捺
印
し
、
本
人
が
署
名
し
た
委
任
状
及
び

「
権
利
証
書
」
・
市
区
町
村
長
の
発
行
し
た

日
か
ら
三
ケ
月
以
内
の
印
鑑
証
明
書
が
現
在

の
登
記
簿
上
の
内
容
と
合
致
し
た
書
類
を
添

付
し
て
申
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
権

利
証
書
」
の
み
で
は
、
何
の
意
味
も
持
っ
て

は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

只
、
前
回
自
分
の
名
前
で
登
記
申
請
し
た

の
で
、
一
応
正
し
い
名
義
人
が
申
請
し
た
の

だ
ろ
う
と
推
測
が
付
く
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ

る
。

　

次
に
、
「
権
利
証
書
」
を
紛
失
し
た
、
若

し
く
は
消
失
し
た
場
合
は
、
又
の
機
会
の
お

話
と
す
る
。

25
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
ね
て

（
昭
和
四
九
年
卒
）

大
石
　
憲
治

　
今
般
、
熊
本
か
ら
福
岡
転
勤
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
福
電
会
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
仕

事
で
福
大
に
行
き
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
と
何

か
言
い
表
せ
な
い
期
待
に
胸
を
と
き
め
か
せ

な
が
ら
昔
通
い
な
れ
た
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
ま
ず
、
町
並
み
に
驚
き
ま
し
た
。
広

く
な
っ
た
道
、
あ
の
ジ
ャ
ン
荘
は
何
処
へ
、

こ
の
辺
り
に
友
人
の
下
宿
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
…
。

　
母
校
に
着
い
て
そ
の
変
貌
に
も
ま
た
面
食

ら
い
ま
し
た
。
中
央
に
そ
び
え
立
つ
ホ
テ
ル

風
の
壮
大
な
建
物
や
埋
め
立
て
ら
れ
て
狭
く

な
っ
た
池
。
工
学
部
に
は
、
新
し
い
実
験
棟

が
建
築
中
で
し
た
。
た
し
か
学
生
駐
車
場
の

跡
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
ず
か
に
中
庭
の
日
本

庭
園
や
４
号
館
が
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い

ま
し
た
。
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら
、
キ
ャ
ン

パ
ス
中
を
散
策
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
所
属

し
て
い
た
無
線
部
も
、
ア
ン
テ
ナ
が
新
し
く

建
て
替
っ
て
お
り
、
健
在
の
よ
う
で
し
た
。

胸
が
暖
か
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら
母
校
を

後
に
い
た
し
ま
し
た
。
益
々
の
御
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

：

イ
ノ
ウ
エ
ジ
ュ
エ
リ
ー

司
法
書
士

九
電
工



平
成
11
年
度
　
行
　
事
　
予
　
定

　
　
　
学
　
　
部

〈
前
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
17
日
）〉

４
月
１
日（
木
）

４
月
３
日（
土
）

４
月
５
日（
月
）

　
　
〃

　
　
〃

４
月
７
日（
水
）

　
　
〃

４
月
10
日（
土
）

４
月
12
日（
月
）

４
月
17
日（
土
）

５
月
21
日（
金
）

７
月
14
日（
水
）

７
月
15
日（
木
）

７
月
16
日（
金
）

７
月
17
日（
土
）

７
月
30
日（
金
）

７
月
31
日（
土
）

９
月
17
日（
金
）

〈
後
期
（
９
月
18
日
〜
３
月
31
日
）〉

９
月
18
日（
土
）

10
月
28
日（
木
）

10
月
29
日（
金
）

12
月
24
日（
金
）

12
月
25
日（
土
）

１
月
９
日（
日
）

１
月
11
日（
火
）

１
月
13
日（
木
）

１
月
14
日（
金
）

１
月
28
日（
金
）

２
月
中
旬

３
月
23
日（
木
）

３
月
下
旬

３
月
31
日（
金
）

学
年
始
め

入
学
式

新
入
生
オ
リ
エン
テ
ー
ション

教
務
部
関
係
ガ
イ
ダ
ン
ス

学
部
指
導
懇
談
会（
10
日
ま
で
）

科
目
登
録（
１
年
次
生
）

学
友
会
各
部
紹
介

前
期
授
業
開
始

定
期
健
康
診
断（
６
月
18
日
ま
で
）

新
入
生
歓
迎
ピ
ク
ニック

創
立
記
念
日（
休
業
）

前
期
授
業
終
了

補
講
日

　
〃前

期
定
期
試
験

夏
季
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

後
期
授
業
開
始

学
園
祭（
仮
称　
二
部
祭
）

（
11
月
１
日
ま
で
）

　
〃　
（
七
隈
祭
）（
11
月
４
日
ま
で
）

後
期
授
業
終
了

冬
季
休
業

補
講
日（
１
／
13
…
商
二
は
振
替
授
業
日
）

後
期
定
期
試
験

成
績
発
表

人
文・法・経
済・商・体
育（
４
年
次
生
）

理・工（
２・４
年
次
生
）

医（
１
学
年
）・薬（
全
年
次
）

卒
業
式

成
績
発
表（
全
年
次
）

学
年
終
了

会　
　
　
長　
　
山
中　
輝
彦　
　
昭
41
卒

副　
会　
長　
　
古
森　
清
明　
　
昭
43
卒

　
　
　
　
　
　
　
中
野　
正
隆　
　
昭
44
卒

理　
　
　
事　
　
恒
川　
忠
章　
　
昭
41
卒

　
　
　
　
　
　
　
上
野
正
一
郎　
　
昭
44
卒

　
　
　
　
　
　
　
飯
田　
和
博　
　
昭
45
卒

　
　
　
　
　
　
　
森　
　
　
茂　
　
昭
45
卒

　
　
　
　
　
　
　
古
賀　
洋
光　
　
昭
47
卒

　
　
　
　
　
　
　
手
柴　
俊
徳　
　
昭
47
卒

　
　
　
　
　
　
　
船
盛　
省
一　
　
昭
49
卒

　
　
　
　
　
　
　
青
木　
繁
幸　
　
昭
50
卒

　
　
　
　
　
　
　
柴
田　
　
健　
　
昭
53
卒

　
　
　
　
　
　
　
前
田　
隆
博　
　
昭
57
卒

　
　
　
　
　
　
　
中
園　
耕
一　
　
昭
61
卒

　
　
　
　
　
　
　
西
村　
栄
一　
　
平
4
卒

会
計
幹
事　
　
山
下　
興
次　
　
昭
42
卒

　
　
　
　
　
　
　
眞
鍋　
吉
秀　
　
昭
47
卒

顧　
　
　
問　
　
築
地　
武
彦　
　
昭
41
卒

　
　
　
　
　
　
　
大
森　
秀
明　
　
昭
41
卒

　
　
　
　
　
　
　
嶋
崎　
俊
行　
　
昭
42
卒

　
　
　
　
　
　
　
美
山　
泰
彦　
　
昭
42
卒

関
東
支
部　
　
深
草　
　
侃 
　
昭
41
卒

　
　
　
　
　
　
　
松
平　
一
彦　
　
昭
41
卒

　
　
　
　
　
　
　
藤
崎　
宣
輝 
　
昭
41
卒

関
西
支
部　
　
上
野
正
一
郎　
　
昭
44
卒

北
九
州
支
部　
　
原
田　
　
肇　
 
昭
43
卒

福
岡
大
学
工
学
部
は
、
平
成
14
年
春
学
部
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
前
回
電
気
工
学
科
の

同
窓
会
名
簿
を
発
行
し
て
か
ら
10
年
に
な
り
ま

す
の
で
、
新
し
い
名
簿
を
作
成
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
福
電
会
会
員
各
位
の
近
況
を
、

各
学
年
幹
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
各
学
年

幹
事
の
方
は
、
ご
苦
労
で
す
が
取
り
ま
と
め
の

う
え
福
電
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
福
電
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。又
、住
所
等
の
変
更
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、ご一報
下
さ
い
。

T
E
L（
0
9
2
）8
7
1-

6
6
3
1

F
A
X（
0
9
2
）8
6
5-

6
0
3
1

：

平
成
10
年
度
事
業
報
告

大
学
行
事
予
定

５．
平
成
11
年
度
幹
事
会

平
成
11
年
７
月
10
日（
土
）

於・西
鉄
第
１
共
済
会
館

（
１
）出
席
者
13
名　
委
任
者　
13
名計

26
名

（
２
）議
題

　
　

①
平
成
10
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

　
　
　
　
決
算
報
告
、承
認

　
　

②
平
成
11
年
度
計
画
及
び
収
支
予
算

　
　
　
　
審
議
、承
認

　
　
③
卒
業
生
の
入
会
奨
励
に
つい
て
、協
力

　
　
　
　
依
頼

　
　
　

④
井
上
理
事
転
勤
に
伴
う
役
員
選
任

６．
平
成
11
年
度
第
２
会
理
事
会

平
成
11
年
10
月
２
日（
土
）

於・バス
ス
トップ

（
１
）出
席
者
16
名

（
２
）議
題

　
　
①
幹
事
会
の
報
告

　
　
②
卒
業
生
の
入
会
の
勧
誘
協
力
依
頼

　
　
③
福
電
会
だ
よ
り
の
内
容
充
実
の
打
合
せ

　
　
　
　

11
月
末
ま
で
に
記
事
の
収
集

１．
平
成
10
年
度
第
１
回
理
事
会

 

平
成
10
年
６
月
６
日（
土
）

於・バス
ス
トップ

　
（
１
）出
席
者
12
名　
委
任
者
６
名

計
18
名

　
（
２
）議
題

 

　
①
平
成
10
年
度
幹
事
会
開
催
に
つい
て

 
 
 
　
の
打
合
せ

 

　
②
平
成
９
年
度
決
算
報
告
、平
成
10
年

　
　
　
　
度
予
算
案
の
作
成
打
合
せ

 

　
③
入
会
者
の
勧
誘
に
つい
て

 

　
④
福
電
会
だ
よ
り
の
記
事
の
充
実
に
つい
て

２．
平
成
10
年
度
幹
事
会

平
成
10
年
７
月
４
日（
土
）

　
　
於・西
鉄
第
１
共
済
会
館

　
（
１
）出
席
者
24
名　
委
任
者
11
名　

計
35
名

　
（
２
）議
題

　
　
①
平
成
９
年
度
収
支
決
算
報
告
、承
認

　
　
②
平
成
10
年
度
計
画
及
び
収
支
予
算

　
　
　
　
審
議
、承
認

　
　
③
卒
業
生
の
入
会
奨
励

　
　
④
福
電
会
だ
よ
り
の
内
容
充
実

３．
平
成
10
年
度
第
２
回
理
事
会

平
成
10
年
10
月
24
日（
土
）於・バス

ス
トップ

（
１
）出
席
者
11
名

（
２
）議
題

　
　
①
幹
事
会
の
報
告

　
　
②
福
電
会
だ
よ
り
の
記
事
の
打
合
せ

４．
平
成
11
年
度
第
１
回
理
事
会

平
成
11
年
５
月
29
日（
土
）

於・バス
ス
トップ

（
１
）出
席
者
12
名

（
２
）議
題

　
　
①
平
成
11
年
度
幹
事
会
開
催
に
つい
て

　
　
　
　
の
打
合
せ

　
　
②
平
成
10
年
度
決
算
報
告
、平
成
11
年

　
　
　
　
度
予
算
案
作
成
の
打
合
せ

　
　
③
卒
業
生
の
入
会
勧
誘
の
打
合
せ

福電会平成10年度決算書 自　 平成10年4月 1 日　
至 　平成11年3月31日

収入の部
科　目 予　算 決　算 摘　要

1,482,810 1,482,810前年度繰越金
会　費
入会金
雑収入
合　計

15,000 0  
200,000 219,000 73口
1,000 1,286 利息

1,698,810 1,703,096
支出の部
科　目 予　算 決　算 摘　要
会議費 200,000 139,656 6/6,7/4,10/24
通信費 300,000 158,935
事務費 30,000 24,008

支部結成調査費 100,000 28,480
会報発行費 150,000 0
雑　費 50,000 34,518 生花代・ジュース代

振込手数料含む

予備費 868,810 0
合　計 1,698,810 385,597 繰越1,317,499
財産目録　郵便局普通貯金　　　　　　　　255,276
　　　　　郵便局定額貯金　　　　　　　1,042,000
　　　　　郵便局振替口座　　　　　　　　　2,930
　　　　　福岡銀行普通預金　　　　　　　17,293
　　　　　現金　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　計　　　　　　　　　　　　　1,317,499

　　　　　基本財産　　　　　　　　　　2,000,000
　　　　　合計　　　　　　　　　　　　3,317,499

収入の部
科　目 平成11年度予算 摘　要

前年度繰越金 1,317,499
会　費 15,000
入会金 200,000
雑収入 1,000
合　計 1,533,499
支出の部
科　目 平成11年度予算 摘　要
会議費 200,000
通信費 300,000
事務費 50,000

支部結成調査費 100,000
会報発行費 240,000
雑　費 50,000
予備費 643,499
合　計 1,583,499

福電会平成11年度予算（案）

福　電　会 平成12年2月10日（4）

世
　
話
　
人

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

｛｛｛ ｛｛


